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 情報通信審議会議事規則第５条及び接続に関する議事手続規則第２条の規定により、平成１３年５

月１８日付け情審通第１０３号で公告された第二次答申草案に関し、別紙のとおり再意見を提出しま

す。 
 



　　「接続ルールの見直しについて」の第二次

　答申草案に関する再意見書

　　「接続ルールの見直しについて」の第二次

　答申草案に関する再意見書

平成１３年６月２２日

ＮＴＴコミュニケーションズ

別紙



　　　　　　　　

固定発携帯着の料金是正に関する取組みについて固定発携帯着の料金是正に関する取組みについて固定発携帯着の料金是正に関する取組みについて固定発携帯着の料金是正に関する取組みについて

（第二次答申草案Ｐ１０）　
　　　「同答申第Ⅵ章では、提言事項の措置の進め方について次のとおり提言を行っており、これを受けた

措置が図表４のとおり順次行われてきている。」

１

○　前回の意見招請で述べさせて頂いたとおり、事業形態が複合化する通信業界における公○　前回の意見招請で述べさせて頂いたとおり、事業形態が複合化する通信業界における公○　前回の意見招請で述べさせて頂いたとおり、事業形態が複合化する通信業界における公○　前回の意見招請で述べさせて頂いたとおり、事業形態が複合化する通信業界における公

正競争の確保、及び弊社直収サービスユーザの利便性確保の観点から、固定発携帯着の料正競争の確保、及び弊社直収サービスユーザの利便性確保の観点から、固定発携帯着の料正競争の確保、及び弊社直収サービスユーザの利便性確保の観点から、固定発携帯着の料正競争の確保、及び弊社直収サービスユーザの利便性確保の観点から、固定発携帯着の料

金に問題があると考えております。金に問題があると考えております。金に問題があると考えております。金に問題があると考えております。

○　固定発携帯着料金の是正については、情報通信審議会の第一次答申において「今後携帯○　固定発携帯着料金の是正については、情報通信審議会の第一次答申において「今後携帯○　固定発携帯着料金の是正については、情報通信審議会の第一次答申において「今後携帯○　固定発携帯着料金の是正については、情報通信審議会の第一次答申において「今後携帯

電話事業者において、固定電話発信・携帯電話着信の料金を引き下げる方向で是正していく電話事業者において、固定電話発信・携帯電話着信の料金を引き下げる方向で是正していく電話事業者において、固定電話発信・携帯電話着信の料金を引き下げる方向で是正していく電話事業者において、固定電話発信・携帯電話着信の料金を引き下げる方向で是正していく

ことが必要と考えられる。」とされ、これを受けて総務省は文書指導を行っていますが、具体的ことが必要と考えられる。」とされ、これを受けて総務省は文書指導を行っていますが、具体的ことが必要と考えられる。」とされ、これを受けて総務省は文書指導を行っていますが、具体的ことが必要と考えられる。」とされ、これを受けて総務省は文書指導を行っていますが、具体的

内容の公表を行っておりません。情報通信審議会の第二次答申においては、総務省により行内容の公表を行っておりません。情報通信審議会の第二次答申においては、総務省により行内容の公表を行っておりません。情報通信審議会の第二次答申においては、総務省により行内容の公表を行っておりません。情報通信審議会の第二次答申においては、総務省により行

われた具体的な指導内容等を盛り込み、総務省による取組みを明らかにして頂くことを要望しわれた具体的な指導内容等を盛り込み、総務省による取組みを明らかにして頂くことを要望しわれた具体的な指導内容等を盛り込み、総務省による取組みを明らかにして頂くことを要望しわれた具体的な指導内容等を盛り込み、総務省による取組みを明らかにして頂くことを要望し

ます。ます。ます。ます。

移動体通信事業者の設定する料金の改善

図表４（抜粋）

携帯電話事業者各社宛文書（平成１３年２月６日総基料第２１号）により文書指導

弊社意見



接続関連費用の負担の考え方について（ＤＳＭ－Ｉ①）接続関連費用の負担の考え方について（ＤＳＭ－Ｉ①）接続関連費用の負担の考え方について（ＤＳＭ－Ｉ①）接続関連費用の負担の考え方について（ＤＳＭ－Ｉ①）

２

（ＫＤＤＩ株式会社殿意見書Ｐ９）

　○　「ＤＳＭ－Ｉが基本機能インタフェースとして整理されることにより、今後弊社のみならず他の事業者も

効率的な設備・コストでＮＴＴ地域会社とＧＣ接続を行えるようになると考えます。」

（東京通信ネットワーク株式会社殿意見書Ｐ６）

　○　「関東圏において約１５％のシェアである弊社にとっても、『最低５０Ｍ』という新ノードの仕様は『過大

な容量』であるという事実から、新ノードの仕様は『接続事業者との円滑な接続を考慮したものではなかっ

た』と言えると考えます。」

○　ＤＳＭ－Ｉを基本的な接続機能とする第二次答申草案には賛成しますが、ＤＳＭ－Ｉの接続○　ＤＳＭ－Ｉを基本的な接続機能とする第二次答申草案には賛成しますが、ＤＳＭ－Ｉの接続○　ＤＳＭ－Ｉを基本的な接続機能とする第二次答申草案には賛成しますが、ＤＳＭ－Ｉの接続○　ＤＳＭ－Ｉを基本的な接続機能とする第二次答申草案には賛成しますが、ＤＳＭ－Ｉの接続

料を既存の機能に含めて算定し回収することには反対します。料を既存の機能に含めて算定し回収することには反対します。料を既存の機能に含めて算定し回収することには反対します。料を既存の機能に含めて算定し回収することには反対します。

○　費用負担については、ＤＳＭ－Ｉをアンバンドルし、利用事業者が利用見合いで負担すべき○　費用負担については、ＤＳＭ－Ｉをアンバンドルし、利用事業者が利用見合いで負担すべき○　費用負担については、ＤＳＭ－Ｉをアンバンドルし、利用事業者が利用見合いで負担すべき○　費用負担については、ＤＳＭ－Ｉをアンバンドルし、利用事業者が利用見合いで負担すべき

と考えます。と考えます。と考えます。と考えます。

○　加入者交換機能に含めて費用負担することとした場合、ＤＳＭ－Ｉを利用しない事業者が、○　加入者交換機能に含めて費用負担することとした場合、ＤＳＭ－Ｉを利用しない事業者が、○　加入者交換機能に含めて費用負担することとした場合、ＤＳＭ－Ｉを利用しない事業者が、○　加入者交換機能に含めて費用負担することとした場合、ＤＳＭ－Ｉを利用しない事業者が、

振分機能にかかる費用を二重に負担する問題があります。振分機能にかかる費用を二重に負担する問題があります。振分機能にかかる費用を二重に負担する問題があります。振分機能にかかる費用を二重に負担する問題があります。

○　ＤＳＬスプリッタの扱いと同様に、各事業者の経営判断に基づいた効率的な接続が可能とな○　ＤＳＬスプリッタの扱いと同様に、各事業者の経営判断に基づいた効率的な接続が可能とな○　ＤＳＬスプリッタの扱いと同様に、各事業者の経営判断に基づいた効率的な接続が可能とな○　ＤＳＬスプリッタの扱いと同様に、各事業者の経営判断に基づいた効率的な接続が可能とな

るような、利用しやすいネットワークの提供が行われるべきと考えます。るような、利用しやすいネットワークの提供が行われるべきと考えます。るような、利用しやすいネットワークの提供が行われるべきと考えます。るような、利用しやすいネットワークの提供が行われるべきと考えます。

弊社意見

（詳細は次ページ以下）（詳細は次ページ以下）（詳細は次ページ以下）（詳細は次ページ以下）



１．ＤＳＭ－Ｉの費用負担について１．ＤＳＭ－Ｉの費用負担について１．ＤＳＭ－Ｉの費用負担について１．ＤＳＭ－Ｉの費用負担について

　・　ＤＳＭ－Ｉは、ＧＣ接続を行う際に同一ビル内の複数ユニットへの振り分けを行う機能（振分機能）であり、ＮＴＴ　・　ＤＳＭ－Ｉは、ＧＣ接続を行う際に同一ビル内の複数ユニットへの振り分けを行う機能（振分機能）であり、ＮＴＴ　・　ＤＳＭ－Ｉは、ＧＣ接続を行う際に同一ビル内の複数ユニットへの振り分けを行う機能（振分機能）であり、ＮＴＴ　・　ＤＳＭ－Ｉは、ＧＣ接続を行う際に同一ビル内の複数ユニットへの振り分けを行う機能（振分機能）であり、ＮＴＴ

地域会社のＧＣ交換機と効率的な接続を行うために必要な機能であることから、基本的な接続機能と整理する地域会社のＧＣ交換機と効率的な接続を行うために必要な機能であることから、基本的な接続機能と整理する地域会社のＧＣ交換機と効率的な接続を行うために必要な機能であることから、基本的な接続機能と整理する地域会社のＧＣ交換機と効率的な接続を行うために必要な機能であることから、基本的な接続機能と整理する

答申草案に賛成します。答申草案に賛成します。答申草案に賛成します。答申草案に賛成します。

　　　しかしながら、費用負担については、以下のとおり振分機能に係る費用の二重負担を回避するため、当該機　　　しかしながら、費用負担については、以下のとおり振分機能に係る費用の二重負担を回避するため、当該機　　　しかしながら、費用負担については、以下のとおり振分機能に係る費用の二重負担を回避するため、当該機　　　しかしながら、費用負担については、以下のとおり振分機能に係る費用の二重負担を回避するため、当該機

能をアンバンドルし、実際に利用する事業者が利用見合いで負担すべきものと考えます。能をアンバンドルし、実際に利用する事業者が利用見合いで負担すべきものと考えます。能をアンバンドルし、実際に利用する事業者が利用見合いで負担すべきものと考えます。能をアンバンドルし、実際に利用する事業者が利用見合いで負担すべきものと考えます。

２．二重負担の問題について２．二重負担の問題について２．二重負担の問題について２．二重負担の問題について

　・　ＧＣ交換機への接続の際には、同一ビル内の複数ユニットへの振分機能が必要ですが、振分機能の実現方　・　ＧＣ交換機への接続の際には、同一ビル内の複数ユニットへの振分機能が必要ですが、振分機能の実現方　・　ＧＣ交換機への接続の際には、同一ビル内の複数ユニットへの振分機能が必要ですが、振分機能の実現方　・　ＧＣ交換機への接続の際には、同一ビル内の複数ユニットへの振分機能が必要ですが、振分機能の実現方

法には、法には、法には、法には、

　　　①ＧＣ－ＩＣ間の伝送機能と一体となったＮＴＴ地域会社中継局におけるモジュールＢによる振分　　　①ＧＣ－ＩＣ間の伝送機能と一体となったＮＴＴ地域会社中継局におけるモジュールＢによる振分　　　①ＧＣ－ＩＣ間の伝送機能と一体となったＮＴＴ地域会社中継局におけるモジュールＢによる振分　　　①ＧＣ－ＩＣ間の伝送機能と一体となったＮＴＴ地域会社中継局におけるモジュールＢによる振分

　　　②接続事業者が設置する伝送装置による振分　　　②接続事業者が設置する伝送装置による振分　　　②接続事業者が設置する伝送装置による振分　　　②接続事業者が設置する伝送装置による振分

　　　③ＮＴＴ地域のＤＳＭ－Ｉによる振分　　　③ＮＴＴ地域のＤＳＭ－Ｉによる振分　　　③ＮＴＴ地域のＤＳＭ－Ｉによる振分　　　③ＮＴＴ地域のＤＳＭ－Ｉによる振分

　　　　 の３パターンがあります（参考の３パターンがあります（参考の３パターンがあります（参考の３パターンがあります（参考1111参照）。参照）。参照）。参照）。 （弊社は自社の伝送装置に既に具備している振分機能を用いてのＧＣ（弊社は自社の伝送装置に既に具備している振分機能を用いてのＧＣ（弊社は自社の伝送装置に既に具備している振分機能を用いてのＧＣ（弊社は自社の伝送装置に既に具備している振分機能を用いてのＧＣ

接続（パターン②）を行うケースも予定しております。）接続（パターン②）を行うケースも予定しております。）接続（パターン②）を行うケースも予定しております。）接続（パターン②）を行うケースも予定しております。）

・　このうちパターン①およびパターン②及びＩＣ接続をする事業者にとっては、ＤＳＭ－Ｉのコストを加入者交換機・　このうちパターン①およびパターン②及びＩＣ接続をする事業者にとっては、ＤＳＭ－Ｉのコストを加入者交換機・　このうちパターン①およびパターン②及びＩＣ接続をする事業者にとっては、ＤＳＭ－Ｉのコストを加入者交換機・　このうちパターン①およびパターン②及びＩＣ接続をする事業者にとっては、ＤＳＭ－Ｉのコストを加入者交換機

能に含めて負担することとした場合、振分機能に係る費用について二重に負担することとなります。能に含めて負担することとした場合、振分機能に係る費用について二重に負担することとなります。能に含めて負担することとした場合、振分機能に係る費用について二重に負担することとなります。能に含めて負担することとした場合、振分機能に係る費用について二重に負担することとなります。

３．効率的な接続の実現について３．効率的な接続の実現について３．効率的な接続の実現について３．効率的な接続の実現について

　・　接続事業者の競争力向上のためには、アクセス回線コストの低廉化が重要な課題であり、各事業者は設備　・　接続事業者の競争力向上のためには、アクセス回線コストの低廉化が重要な課題であり、各事業者は設備　・　接続事業者の競争力向上のためには、アクセス回線コストの低廉化が重要な課題であり、各事業者は設備　・　接続事業者の競争力向上のためには、アクセス回線コストの低廉化が重要な課題であり、各事業者は設備

投資リスクとの兼ね合いを見ながら、それぞれの経営判断で、自社ネットワークへの機能追加を行うか、ＮＴＴ投資リスクとの兼ね合いを見ながら、それぞれの経営判断で、自社ネットワークへの機能追加を行うか、ＮＴＴ投資リスクとの兼ね合いを見ながら、それぞれの経営判断で、自社ネットワークへの機能追加を行うか、ＮＴＴ投資リスクとの兼ね合いを見ながら、それぞれの経営判断で、自社ネットワークへの機能追加を行うか、ＮＴＴ

地域会社の設備を利用するかを選択しております。地域会社の設備を利用するかを選択しております。地域会社の設備を利用するかを選択しております。地域会社の設備を利用するかを選択しております。

　　　従って、費用負担の在り方については、設備ベースでの自由な競争を阻害しないよう、自社網でより効率的　　　従って、費用負担の在り方については、設備ベースでの自由な競争を阻害しないよう、自社網でより効率的　　　従って、費用負担の在り方については、設備ベースでの自由な競争を阻害しないよう、自社網でより効率的　　　従って、費用負担の在り方については、設備ベースでの自由な競争を阻害しないよう、自社網でより効率的

に様々な機能を実現しようとする事業者にとって不利とならないような整理とすべきと考えます。に様々な機能を実現しようとする事業者にとって不利とならないような整理とすべきと考えます。に様々な機能を実現しようとする事業者にとって不利とならないような整理とすべきと考えます。に様々な機能を実現しようとする事業者にとって不利とならないような整理とすべきと考えます。

３



（参考１）
○　接続パターン①　：　中継伝送専用機能を用いてＧＣ接続するパターン○　接続パターン①　：　中継伝送専用機能を用いてＧＣ接続するパターン○　接続パターン①　：　中継伝送専用機能を用いてＧＣ接続するパターン○　接続パターン①　：　中継伝送専用機能を用いてＧＣ接続するパターン

MUXMUXMUXMUX
NTTNTTNTTNTT地域会社地域会社地域会社地域会社GCGCGCGCビルビルビルビル

ASMASMASMASM

ASMASMASMASM

ASMASMASMASM
接続事業者伝送路接続事業者伝送路接続事業者伝送路接続事業者伝送路

接続事業者ビル接続事業者ビル接続事業者ビル接続事業者ビル

MUXMUXMUXMUX 中継交換機中継交換機中継交換機中継交換機

○　接続パターン②　：　振分機能を持った伝送装置をＧＣビルにコロケーションしてＧＣ接続するパターン○　接続パターン②　：　振分機能を持った伝送装置をＧＣビルにコロケーションしてＧＣ接続するパターン○　接続パターン②　：　振分機能を持った伝送装置をＧＣビルにコロケーションしてＧＣ接続するパターン○　接続パターン②　：　振分機能を持った伝送装置をＧＣビルにコロケーションしてＧＣ接続するパターン

DSMDSMDSMDSM----IIII

NTTNTTNTTNTT地域会社地域会社地域会社地域会社GCGCGCGCビルビルビルビル

接続事業者伝送路接続事業者伝送路接続事業者伝送路接続事業者伝送路

ASMASMASMASM

ASMASMASMASM

接続事業者ビル接続事業者ビル接続事業者ビル接続事業者ビル

MUXMUXMUXMUX 中継交換機中継交換機中継交換機中継交換機

ASMASMASMASM

MUXMUXMUXMUX

○　接続パターン③　：　ＮＴＴ地域会社のＤＳＭ－Ｉの振分機能を利用してＧＣ接続するパターン○　接続パターン③　：　ＮＴＴ地域会社のＤＳＭ－Ｉの振分機能を利用してＧＣ接続するパターン○　接続パターン③　：　ＮＴＴ地域会社のＤＳＭ－Ｉの振分機能を利用してＧＣ接続するパターン○　接続パターン③　：　ＮＴＴ地域会社のＤＳＭ－Ｉの振分機能を利用してＧＣ接続するパターン

NTTNTTNTTNTT地域会社地域会社地域会社地域会社GCGCGCGCビルビルビルビル

ASMASMASMASM

ASMASMASMASM

ASMASMASMASM

ＮＴＴ地域会社中継局ＮＴＴ地域会社中継局ＮＴＴ地域会社中継局ＮＴＴ地域会社中継局

ﾓｼﾞｭｰﾙﾓｼﾞｭｰﾙﾓｼﾞｭｰﾙﾓｼﾞｭｰﾙBBBB

振分機能振分機能振分機能振分機能

振分機能振分機能振分機能振分機能

振分機能振分機能振分機能振分機能

接続事業者ビル接続事業者ビル接続事業者ビル接続事業者ビル

中継交換機中継交換機中継交換機中継交換機

接続事業者伝送路接続事業者伝送路接続事業者伝送路接続事業者伝送路

４

MUXMUXMUXMUX



４．　ＤＳＬとの比較について（下図参照）４．　ＤＳＬとの比較について（下図参照）４．　ＤＳＬとの比較について（下図参照）４．　ＤＳＬとの比較について（下図参照）

　・　ＤＳＬサービスにおけるスプリッタについては、ＤＳＬ事業者が自ら設置する場合とＮＴＴ地域の設備を利用す　・　ＤＳＬサービスにおけるスプリッタについては、ＤＳＬ事業者が自ら設置する場合とＮＴＴ地域の設備を利用す　・　ＤＳＬサービスにおけるスプリッタについては、ＤＳＬ事業者が自ら設置する場合とＮＴＴ地域の設備を利用す　・　ＤＳＬサービスにおけるスプリッタについては、ＤＳＬ事業者が自ら設置する場合とＮＴＴ地域の設備を利用す

る場合とがあり、ＮＴＴ地域の設備を利用する場合のみ、機能としてアンバンドルされたスプリッタの費用を利用る場合とがあり、ＮＴＴ地域の設備を利用する場合のみ、機能としてアンバンドルされたスプリッタの費用を利用る場合とがあり、ＮＴＴ地域の設備を利用する場合のみ、機能としてアンバンドルされたスプリッタの費用を利用る場合とがあり、ＮＴＴ地域の設備を利用する場合のみ、機能としてアンバンドルされたスプリッタの費用を利用

事業者が負担するよう整理されております。これは、局内スプリッタを自前で設置する事業者が不利とならない事業者が負担するよう整理されております。これは、局内スプリッタを自前で設置する事業者が不利とならない事業者が負担するよう整理されております。これは、局内スプリッタを自前で設置する事業者が不利とならない事業者が負担するよう整理されております。これは、局内スプリッタを自前で設置する事業者が不利とならない

よう整理が図られたものと考えます。よう整理が図られたものと考えます。よう整理が図られたものと考えます。よう整理が図られたものと考えます。

　　　ＧＣ接続用の振分機能についても、接続事業者が設置する場合とＮＴＴ地域の設備を利用する場合とがある　　　ＧＣ接続用の振分機能についても、接続事業者が設置する場合とＮＴＴ地域の設備を利用する場合とがある　　　ＧＣ接続用の振分機能についても、接続事業者が設置する場合とＮＴＴ地域の設備を利用する場合とがある　　　ＧＣ接続用の振分機能についても、接続事業者が設置する場合とＮＴＴ地域の設備を利用する場合とがある

点は同様であり、費用負担の整合性の観点及び設備ベースでの事業者間の競争促進の観点から、ＤＳＭ－Ｉ点は同様であり、費用負担の整合性の観点及び設備ベースでの事業者間の競争促進の観点から、ＤＳＭ－Ｉ点は同様であり、費用負担の整合性の観点及び設備ベースでの事業者間の競争促進の観点から、ＤＳＭ－Ｉ点は同様であり、費用負担の整合性の観点及び設備ベースでの事業者間の競争促進の観点から、ＤＳＭ－Ｉ

を実際に利用する事業者が利用見合いで費用負担すべきものと考えます。を実際に利用する事業者が利用見合いで費用負担すべきものと考えます。を実際に利用する事業者が利用見合いで費用負担すべきものと考えます。を実際に利用する事業者が利用見合いで費用負担すべきものと考えます。

加入者宅加入者宅加入者宅加入者宅 収容局収容局収容局収容局

ｽﾌﾟﾘｯﾀｽﾌﾟﾘｯﾀｽﾌﾟﾘｯﾀｽﾌﾟﾘｯﾀ DSLAMDSLAMDSLAMDSLAM

加入者交換機加入者交換機加入者交換機加入者交換機

ISPISPISPISP

電話網電話網電話網電話網

ｽﾌﾟﾘｯﾀｽﾌﾟﾘｯﾀｽﾌﾟﾘｯﾀｽﾌﾟﾘｯﾀDSLDSLDSLDSLﾓﾃﾞﾑﾓﾃﾞﾑﾓﾃﾞﾑﾓﾃﾞﾑ

加入者宅加入者宅加入者宅加入者宅 収容局収容局収容局収容局

ｽﾌﾟﾘｯﾀｽﾌﾟﾘｯﾀｽﾌﾟﾘｯﾀｽﾌﾟﾘｯﾀ DSLAMDSLAMDSLAMDSLAM

加入者交換機加入者交換機加入者交換機加入者交換機

ISPISPISPISP

電話網電話網電話網電話網

ｽﾌﾟﾘｯﾀｽﾌﾟﾘｯﾀｽﾌﾟﾘｯﾀｽﾌﾟﾘｯﾀDSLDSLDSLDSLﾓﾃﾞﾑﾓﾃﾞﾑﾓﾃﾞﾑﾓﾃﾞﾑ

局内スプリッタをＤＳＬ事業者が設置する場合（電話重畳あり）局内スプリッタをＤＳＬ事業者が設置する場合（電話重畳あり）局内スプリッタをＤＳＬ事業者が設置する場合（電話重畳あり）局内スプリッタをＤＳＬ事業者が設置する場合（電話重畳あり） ＮＴＴ地域会社の局内スプリッタを利用する場合（電話重畳あり）ＮＴＴ地域会社の局内スプリッタを利用する場合（電話重畳あり）ＮＴＴ地域会社の局内スプリッタを利用する場合（電話重畳あり）ＮＴＴ地域会社の局内スプリッタを利用する場合（電話重畳あり）

５



接続関連費用の負担の考え方について（ＤＳＭ－Ｉ②）接続関連費用の負担の考え方について（ＤＳＭ－Ｉ②）接続関連費用の負担の考え方について（ＤＳＭ－Ｉ②）接続関連費用の負担の考え方について（ＤＳＭ－Ｉ②）

（ＮＴＴ東西殿意見書Ｐ１６）

　○　「仮に、ＤＳＭ－Ｉのコストを加入者交換機能等に含めて回収しなければならないとしても、ＤＳＭ－Ｉのみならず、ＮＴＴ東

西を含め他事業者も一般に利用しているＭｏｄｕｌｅＢ等の現在『中継伝送共用機能』・『中継伝送専用機能』・『通話路設定

機能』の網使用料で回収している伝送装置を含めて、『伝送装置の機能』と位置付け、同一のバスケットで扱い、コスト按

分すべきと考えます。

６

○　モジュールＢについては、ＩＣ－ＧＣ間の伝送機能と一体のものとして、ＩＣ接続やＮＴＴ地域○　モジュールＢについては、ＩＣ－ＧＣ間の伝送機能と一体のものとして、ＩＣ接続やＮＴＴ地域○　モジュールＢについては、ＩＣ－ＧＣ間の伝送機能と一体のものとして、ＩＣ接続やＮＴＴ地域○　モジュールＢについては、ＩＣ－ＧＣ間の伝送機能と一体のものとして、ＩＣ接続やＮＴＴ地域

の中継伝送専用機能を用いてＧＣ接続を行う事業者にその機能が提供されているものであるの中継伝送専用機能を用いてＧＣ接続を行う事業者にその機能が提供されているものであるの中継伝送専用機能を用いてＧＣ接続を行う事業者にその機能が提供されているものであるの中継伝送専用機能を用いてＧＣ接続を行う事業者にその機能が提供されているものである

ことから、現状どおり、電話サービスについては「中継伝送共用機能」・「中継伝送専用機能」ことから、現状どおり、電話サービスについては「中継伝送共用機能」・「中継伝送専用機能」ことから、現状どおり、電話サービスについては「中継伝送共用機能」・「中継伝送専用機能」ことから、現状どおり、電話サービスについては「中継伝送共用機能」・「中継伝送専用機能」

に含めて費用負担することが適当であると考えます。に含めて費用負担することが適当であると考えます。に含めて費用負担することが適当であると考えます。に含めて費用負担することが適当であると考えます。

弊社意見

（日本テレコム株式会社殿意見書Ｐ１４）

　○　「答申草案を支持します。モジュールＢについては基本機能として整理されており、これを小容量化したＤＳＭ－Ｉが個別

負担として整理されることについては問題があると考えます。」



接続関連費用の負担の考え方について（ＴＣＭ）接続関連費用の負担の考え方について（ＴＣＭ）接続関連費用の負担の考え方について（ＴＣＭ）接続関連費用の負担の考え方について（ＴＣＭ）

（ＫＤＤＩ株式会社殿意見書Ｐ１０ ）

　○　「本機能は、ＤＳＭ－Ｉと同様の位置づけで、ネットワークが本来有すべき機能であり、基本的な接続

機能であると考えます。」

（ＮＴＴ東西殿意見書Ｐ１７）

　○　「仮に、加入者交換機に含めて回収する場合でも、費用負担の公平性の観点から、ＺＣ接続や当社

のビル間の伝送路を用いてＧＣ接続する場合に利用するＴＣＭも同様に加入者交換機に含めて回収す

るよう変更が必要と考えます。」

・ＴＣＭを基本的な接続機能として既存の機能に含めて費用回収すべきとする答申草案に賛成・ＴＣＭを基本的な接続機能として既存の機能に含めて費用回収すべきとする答申草案に賛成・ＴＣＭを基本的な接続機能として既存の機能に含めて費用回収すべきとする答申草案に賛成・ＴＣＭを基本的な接続機能として既存の機能に含めて費用回収すべきとする答申草案に賛成

・ＩＮＳ－Ｐ、ＩＮＳ－Ｈサービスにおける費用水準との同等性確保を要望・ＩＮＳ－Ｐ、ＩＮＳ－Ｈサービスにおける費用水準との同等性確保を要望・ＩＮＳ－Ｐ、ＩＮＳ－Ｈサービスにおける費用水準との同等性確保を要望・ＩＮＳ－Ｐ、ＩＮＳ－Ｈサービスにおける費用水準との同等性確保を要望
○　ＴＣＭを基本的な接続機能として既存の機能に含めて費用回収すべきとする第二次答申草○　ＴＣＭを基本的な接続機能として既存の機能に含めて費用回収すべきとする第二次答申草○　ＴＣＭを基本的な接続機能として既存の機能に含めて費用回収すべきとする第二次答申草○　ＴＣＭを基本的な接続機能として既存の機能に含めて費用回収すべきとする第二次答申草

案に賛成します。案に賛成します。案に賛成します。案に賛成します。

○　費用負担の公平性に関する、ＮＴＴ東西殿の意見に賛成します。○　費用負担の公平性に関する、ＮＴＴ東西殿の意見に賛成します。○　費用負担の公平性に関する、ＮＴＴ東西殿の意見に賛成します。○　費用負担の公平性に関する、ＮＴＴ東西殿の意見に賛成します。

○　ＩＮＳ－Ｐサービスにおける費用についても同等性確保を要望します。○　ＩＮＳ－Ｐサービスにおける費用についても同等性確保を要望します。○　ＩＮＳ－Ｐサービスにおける費用についても同等性確保を要望します。○　ＩＮＳ－Ｐサービスにおける費用についても同等性確保を要望します。

弊社意見

（詳細は次ページ以下）（詳細は次ページ以下）（詳細は次ページ以下）（詳細は次ページ以下）

７



○　ＴＣＭの費用負担について○　ＴＣＭの費用負担について○　ＴＣＭの費用負担について○　ＴＣＭの費用負担について

　・　Ｄ７０交換機と接続するために利用するＴＣＭはインタフェースの多重変換機能を提供しており、Ｄ７０交換機　・　Ｄ７０交換機と接続するために利用するＴＣＭはインタフェースの多重変換機能を提供しており、Ｄ７０交換機　・　Ｄ７０交換機と接続するために利用するＴＣＭはインタフェースの多重変換機能を提供しており、Ｄ７０交換機　・　Ｄ７０交換機と接続するために利用するＴＣＭはインタフェースの多重変換機能を提供しており、Ｄ７０交換機

とＧＣ接続を行ううえで必要不可欠な設備であること及びＡＳＭではその機能が加入者交換機能に吸収されてとＧＣ接続を行ううえで必要不可欠な設備であること及びＡＳＭではその機能が加入者交換機能に吸収されてとＧＣ接続を行ううえで必要不可欠な設備であること及びＡＳＭではその機能が加入者交換機能に吸収されてとＧＣ接続を行ううえで必要不可欠な設備であること及びＡＳＭではその機能が加入者交換機能に吸収されて

いることから、基本的な接続機能と整理し、加入者交換機能に含めて費用負担することが適当と考えます。いることから、基本的な接続機能と整理し、加入者交換機能に含めて費用負担することが適当と考えます。いることから、基本的な接続機能と整理し、加入者交換機能に含めて費用負担することが適当と考えます。いることから、基本的な接続機能と整理し、加入者交換機能に含めて費用負担することが適当と考えます。

　　　なお、費用負担の整合性およびＴＣＭコスト二重負担回避の観点から、ＮＴＴ東西殿の意見にもあるように、　　　なお、費用負担の整合性およびＴＣＭコスト二重負担回避の観点から、ＮＴＴ東西殿の意見にもあるように、　　　なお、費用負担の整合性およびＴＣＭコスト二重負担回避の観点から、ＮＴＴ東西殿の意見にもあるように、　　　なお、費用負担の整合性およびＴＣＭコスト二重負担回避の観点から、ＮＴＴ東西殿の意見にもあるように、

中継伝送共用機能・中継伝送専用機能に含めて回収されているＤ７０交換機と接続するためのＴＣＭのコスト中継伝送共用機能・中継伝送専用機能に含めて回収されているＤ７０交換機と接続するためのＴＣＭのコスト中継伝送共用機能・中継伝送専用機能に含めて回収されているＤ７０交換機と接続するためのＴＣＭのコスト中継伝送共用機能・中継伝送専用機能に含めて回収されているＤ７０交換機と接続するためのＴＣＭのコスト

についても、加入者交換機能に含めて回収することになるものと考えます。（下図参照）についても、加入者交換機能に含めて回収することになるものと考えます。（下図参照）についても、加入者交換機能に含めて回収することになるものと考えます。（下図参照）についても、加入者交換機能に含めて回収することになるものと考えます。（下図参照）

８

NTTNTTNTTNTT地域会社地域会社地域会社地域会社GCGCGCGCビルビルビルビル ＮＴＴ地域会社中継局ＮＴＴ地域会社中継局ＮＴＴ地域会社中継局ＮＴＴ地域会社中継局

接続事業者伝送路接続事業者伝送路接続事業者伝送路接続事業者伝送路

D70D70D70D70 ﾓｼﾞｭｰﾙﾓｼﾞｭｰﾙﾓｼﾞｭｰﾙﾓｼﾞｭｰﾙCCCC

接続事業者ビル接続事業者ビル接続事業者ビル接続事業者ビル

MUXMUXMUXMUX

電話網電話網電話網電話網

中継交換機中継交換機中継交換機中継交換機ﾓｼﾞｭｰﾙﾓｼﾞｭｰﾙﾓｼﾞｭｰﾙﾓｼﾞｭｰﾙBBBB

中継伝送専用機能中継伝送専用機能中継伝送専用機能中継伝送専用機能

※加入者交換機能のコストとして、ＴＣＭ（モジュールＣ）のコストを含めて回収※加入者交換機能のコストとして、ＴＣＭ（モジュールＣ）のコストを含めて回収※加入者交換機能のコストとして、ＴＣＭ（モジュールＣ）のコストを含めて回収※加入者交換機能のコストとして、ＴＣＭ（モジュールＣ）のコストを含めて回収

（　　は現在の中継伝送専用機能）（　　は現在の中継伝送専用機能）（　　は現在の中継伝送専用機能）（　　は現在の中継伝送専用機能）
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MUXMUXMUXMUX

NTTNTTNTTNTT地域会社地域会社地域会社地域会社GCGCGCGCビルビルビルビル

自前伝送路自前伝送路自前伝送路自前伝送路

INSINSINSINS----PPPP・・・・INSINSINSINS----HHHH

○　弊社サービスとの同等性の確保について○　弊社サービスとの同等性の確保について○　弊社サービスとの同等性の確保について○　弊社サービスとの同等性の確保について

　・　弊社のＩＮＳ－ＰサービスおよびＰＨＳ事業者のパケットサービスにおいては、ＩＳＭまたはＰＳＭから直接パケッ　・　弊社のＩＮＳ－ＰサービスおよびＰＨＳ事業者のパケットサービスにおいては、ＩＳＭまたはＰＳＭから直接パケッ　・　弊社のＩＮＳ－ＰサービスおよびＰＨＳ事業者のパケットサービスにおいては、ＩＳＭまたはＰＳＭから直接パケッ　・　弊社のＩＮＳ－ＰサービスおよびＰＨＳ事業者のパケットサービスにおいては、ＩＳＭまたはＰＳＭから直接パケッ

ト網へ接続する際にＴＣＭを利用するケース（下図参照）が想定されます。このようなケースにおいてＴＣＭを利ト網へ接続する際にＴＣＭを利用するケース（下図参照）が想定されます。このようなケースにおいてＴＣＭを利ト網へ接続する際にＴＣＭを利用するケース（下図参照）が想定されます。このようなケースにおいてＴＣＭを利ト網へ接続する際にＴＣＭを利用するケース（下図参照）が想定されます。このようなケースにおいてＴＣＭを利

用する場合でも、インタフェースの多重変換機能という機能には異なるところがないことから、負担する費用水準用する場合でも、インタフェースの多重変換機能という機能には異なるところがないことから、負担する費用水準用する場合でも、インタフェースの多重変換機能という機能には異なるところがないことから、負担する費用水準用する場合でも、インタフェースの多重変換機能という機能には異なるところがないことから、負担する費用水準

については、Ｄ７０交換機との接続に利用するＴＣＭとの同等性を確保することを要望します。については、Ｄ７０交換機との接続に利用するＴＣＭとの同等性を確保することを要望します。については、Ｄ７０交換機との接続に利用するＴＣＭとの同等性を確保することを要望します。については、Ｄ７０交換機との接続に利用するＴＣＭとの同等性を確保することを要望します。

　・　なお、コスト低廉化の観点から、ＴＣＭの提供にあたっては可能な限り共用化し、設備の効率化を図って頂くこ　・　なお、コスト低廉化の観点から、ＴＣＭの提供にあたっては可能な限り共用化し、設備の効率化を図って頂くこ　・　なお、コスト低廉化の観点から、ＴＣＭの提供にあたっては可能な限り共用化し、設備の効率化を図って頂くこ　・　なお、コスト低廉化の観点から、ＴＣＭの提供にあたっては可能な限り共用化し、設備の効率化を図って頂くこ

とを要望します。とを要望します。とを要望します。とを要望します。
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PHSPHSPHSPHS

パケット網パケット網パケット網パケット網



接続関連費用の負担の考え方について（ＩＳＭ／ＡＳＭ）接続関連費用の負担の考え方について（ＩＳＭ／ＡＳＭ）接続関連費用の負担の考え方について（ＩＳＭ／ＡＳＭ）接続関連費用の負担の考え方について（ＩＳＭ／ＡＳＭ）

１０

　○　ＩＮＳ－Ｈで利用するＩＳＭ／ＡＳＭについても基本的な接続機能の検討対象とすることを要望し　○　ＩＮＳ－Ｈで利用するＩＳＭ／ＡＳＭについても基本的な接続機能の検討対象とすることを要望し　○　ＩＮＳ－Ｈで利用するＩＳＭ／ＡＳＭについても基本的な接続機能の検討対象とすることを要望し　○　ＩＮＳ－Ｈで利用するＩＳＭ／ＡＳＭについても基本的な接続機能の検討対象とすることを要望し

ます。ます。ます。ます。

　　　　　　　　（注：（注：（注：（注：INSINSINSINS----HHHHは、は、は、は、INSINSINSINSネットネットネットネット1500150015001500を利用し、を利用し、を利用し、を利用し、HHHHチャネルチャネルチャネルチャネル((((HOHOHOHOチャネルチャネルチャネルチャネル:384:384:384:384kbitkbitkbitkbit/s/s/s/s・・・・H1H1H1H1チャネルチャネルチャネルチャネル:1.5:1.5:1.5:1.5MbitMbitMbitMbit/s)/s)/s)/s)での高速な回での高速な回での高速な回での高速な回

線交換を行うサービス）線交換を行うサービス）線交換を行うサービス）線交換を行うサービス）

　　　　

　○　ＩＮＳ－Ｈで利用するＩＳＭ／ＡＳＭについても基本的な接続機能の検討対象とすることを要望し　○　ＩＮＳ－Ｈで利用するＩＳＭ／ＡＳＭについても基本的な接続機能の検討対象とすることを要望し　○　ＩＮＳ－Ｈで利用するＩＳＭ／ＡＳＭについても基本的な接続機能の検討対象とすることを要望し　○　ＩＮＳ－Ｈで利用するＩＳＭ／ＡＳＭについても基本的な接続機能の検討対象とすることを要望し

ます。ます。ます。ます。

　　　　　　　　（注：（注：（注：（注：INSINSINSINS----HHHHは、は、は、は、INSINSINSINSネットネットネットネット1500150015001500を利用し、を利用し、を利用し、を利用し、HHHHチャネルチャネルチャネルチャネル((((HOHOHOHOチャネルチャネルチャネルチャネル:384:384:384:384kbitkbitkbitkbit/s/s/s/s・・・・H1H1H1H1チャネルチャネルチャネルチャネル:1.5:1.5:1.5:1.5MbitMbitMbitMbit/s)/s)/s)/s)での高速な回での高速な回での高速な回での高速な回

線交換を行うサービス）線交換を行うサービス）線交換を行うサービス）線交換を行うサービス）

　　　　

弊社意見

　　弊社が提供しているＩＮＳ－Ｈは、ＮＴＴ地域会社のＩＳＭ／ＡＳＭを利用してサービスを行っており、その際、　　弊社が提供しているＩＮＳ－Ｈは、ＮＴＴ地域会社のＩＳＭ／ＡＳＭを利用してサービスを行っており、その際、　　弊社が提供しているＩＮＳ－Ｈは、ＮＴＴ地域会社のＩＳＭ／ＡＳＭを利用してサービスを行っており、その際、　　弊社が提供しているＩＮＳ－Ｈは、ＮＴＴ地域会社のＩＳＭ／ＡＳＭを利用してサービスを行っており、その際、
利用見合いのＩＳＭ／ＡＳＭの費用については個別費用負担を行っております。利用見合いのＩＳＭ／ＡＳＭの費用については個別費用負担を行っております。利用見合いのＩＳＭ／ＡＳＭの費用については個別費用負担を行っております。利用見合いのＩＳＭ／ＡＳＭの費用については個別費用負担を行っております。

　　　　　　　　ＩＮＳ－Ｈで利用するＩＳＭ／ＡＳＭがＩＮＳ－Ｈで利用するＩＳＭ／ＡＳＭがＩＮＳ－Ｈで利用するＩＳＭ／ＡＳＭがＩＮＳ－Ｈで利用するＩＳＭ／ＡＳＭが個別負担となった理由として、当時データ伝送役務で利用するＩＳＭ／Ａ個別負担となった理由として、当時データ伝送役務で利用するＩＳＭ／Ａ個別負担となった理由として、当時データ伝送役務で利用するＩＳＭ／Ａ個別負担となった理由として、当時データ伝送役務で利用するＩＳＭ／Ａ
ＳＭが非指定電気通信設備と整理されていた事情がありましたが、現在ＩＳＭ／ＡＳＭは役務に関わらず指定ＳＭが非指定電気通信設備と整理されていた事情がありましたが、現在ＩＳＭ／ＡＳＭは役務に関わらず指定ＳＭが非指定電気通信設備と整理されていた事情がありましたが、現在ＩＳＭ／ＡＳＭは役務に関わらず指定ＳＭが非指定電気通信設備と整理されていた事情がありましたが、現在ＩＳＭ／ＡＳＭは役務に関わらず指定
電気通信設備であると整理されております。電気通信設備であると整理されております。電気通信設備であると整理されております。電気通信設備であると整理されております。

　　また、長期増分費用方式による網使用料においては、ＩＳＭ交換機能の接続料は加入者交換機能と一体と　　また、長期増分費用方式による網使用料においては、ＩＳＭ交換機能の接続料は加入者交換機能と一体と　　また、長期増分費用方式による網使用料においては、ＩＳＭ交換機能の接続料は加入者交換機能と一体と　　また、長期増分費用方式による網使用料においては、ＩＳＭ交換機能の接続料は加入者交換機能と一体と
なっております。なっております。なっております。なっております。

　　ＩＮＳ－ＨでＩＳＭ／ＡＳＭを個別専用的に利用している装置はなく、すべてＢチャネルサービスとの共用装置　　ＩＮＳ－ＨでＩＳＭ／ＡＳＭを個別専用的に利用している装置はなく、すべてＢチャネルサービスとの共用装置　　ＩＮＳ－ＨでＩＳＭ／ＡＳＭを個別専用的に利用している装置はなく、すべてＢチャネルサービスとの共用装置　　ＩＮＳ－ＨでＩＳＭ／ＡＳＭを個別専用的に利用している装置はなく、すべてＢチャネルサービスとの共用装置
によりサービスを提供していることから、によりサービスを提供していることから、によりサービスを提供していることから、によりサービスを提供していることから、ＩＮＳ－Ｈで利用するＩＳＭ／ＡＳＭについて、基本的な接続機能と整理ＩＮＳ－Ｈで利用するＩＳＭ／ＡＳＭについて、基本的な接続機能と整理ＩＮＳ－Ｈで利用するＩＳＭ／ＡＳＭについて、基本的な接続機能と整理ＩＮＳ－Ｈで利用するＩＳＭ／ＡＳＭについて、基本的な接続機能と整理
し、し、し、し、Ｂチャネルサービスにおける網使用料と同等の負担水準とすることを要望します。Ｂチャネルサービスにおける網使用料と同等の負担水準とすることを要望します。Ｂチャネルサービスにおける網使用料と同等の負担水準とすることを要望します。Ｂチャネルサービスにおける網使用料と同等の負担水準とすることを要望します。

　　なお、ＴＣＭ（モジュールＣ）が加入者交換機能に含めて負担すべきであると整理された場合、ＩＮＳ－Ｈで利　　なお、ＴＣＭ（モジュールＣ）が加入者交換機能に含めて負担すべきであると整理された場合、ＩＮＳ－Ｈで利　　なお、ＴＣＭ（モジュールＣ）が加入者交換機能に含めて負担すべきであると整理された場合、ＩＮＳ－Ｈで利　　なお、ＴＣＭ（モジュールＣ）が加入者交換機能に含めて負担すべきであると整理された場合、ＩＮＳ－Ｈで利
用するＴＣＭの費用についても、加入者交換機能に含めて負担するものと考えております。用するＴＣＭの費用についても、加入者交換機能に含めて負担するものと考えております。用するＴＣＭの費用についても、加入者交換機能に含めて負担するものと考えております。用するＴＣＭの費用についても、加入者交換機能に含めて負担するものと考えております。

ＩＮＳ－Ｈ網ＩＮＳ－Ｈ網ＩＮＳ－Ｈ網ＩＮＳ－Ｈ網

INSINSINSINS----HHHH用交換機用交換機用交換機用交換機ASMASMASMASM

ＩＮＳ－Ｈ網ＩＮＳ－Ｈ網ＩＮＳ－Ｈ網ＩＮＳ－Ｈ網

INSINSINSINS----HHHH用交換機用交換機用交換機用交換機ＩＩＩＩSMSMSMSM

ＩＳＭ利用の場合ＩＳＭ利用の場合ＩＳＭ利用の場合ＩＳＭ利用の場合 ＡＳＭ利用の場合ＡＳＭ利用の場合ＡＳＭ利用の場合ＡＳＭ利用の場合
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